
七
三
四
ー
０
０
０
四

と
い
う
有
名
な
言
葉
が
あ
り
ま

か
ら
殺
さ
な
い
わ
け
で
は
な
い

行

事

案

内

広
島
市
南
区
宇
品
神
田
四
ー
十
一
ー
八

す
。一
般
人
か
ら
考
え
た
ら
、「
ど

ま
た
、
殺
す
つ
も
り
が
な
く
て
も

善
徳
電
話

〇
八
二-

二
五
一-

六
〇
二
九

う
し
て
い
い
人
よ
り
悪
い
人
の

百
人
あ
る
い
は
千
人
の
人
を
殺
す

常
朝
時

善

徳

寺

方
が
往
生
で
き
る
の
か
？
」
と

こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う

」
と
言
わ

毎
朝
七
時
よ
り
八
時
ま
で

思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

れ
ま
し
た
。

正
信
偈
勤
行
と
経
典
解
説

歎
異
抄
を
読
む
会

え
と
異
な
る
こ
と
を
言
い
出
す
も

ま
た
、唯
円
に
向
か
っ
て
、「
私

蓮
如
上
人
は
こ
の
よ
う
な
言
葉

現
在
石
内
晶
子
著
「
親
鸞
聖
人
の
お

日

の
ご
案
内

の
が
出
て
来
た
の
で
、
そ
れ
を
た

の
い
う
こ
と
に
背
か
な
い
か
？
」
か
ら
悪
い
こ
と
を
し
て
も
い
い
の

手
紙
」
音
読
中

５

だ
し
、
親
鸞
聖
人
か
ら
直
接
聞
い

と
確
認
を
と
っ
た
上
で
、
「
ま
ず

だ
と
誤
解
さ
れ
る
こ
と
を
案
じ
て

２

「
歎
異
抄
」
と
い
う
本
の
名
前

て
耳
に
残
っ
て
い
る
大
切
な
言
葉

人
を
千
人
殺
し
て
く
れ
な
い

写
本
の
最
後
に
、
歎
異
抄
は
大
切

歎
異
抄
を
読
む
会

月

は
誰
で
も
耳
に
し
た
事
が
あ
る

を
伝
え
よ
う
と

、
や
む
に
や
ま

か
？
そ
う
し
た
ら
往
生
は
確
か

な
書
物
で
は
あ
る
が
、
理
解
の
浅

九
月
一
日
（
毎
月
第
一
金
曜
日
）

７

で
し
ょ
う
。

れ
ぬ
思
い
か
ら
書
か
れ
た
も
の
で

な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
言

い
者
に
は
見
せ
て
は
い
け
な
い
と

午
後
一
時
半
よ
り
三
時

年

浄
土
真
宗
の
門
徒
で
な
く
て

す
。

わ
れ
ま
す
。

書
い
て
お
ら
れ
ま
す
。

歎
異
抄
を
読
み
な
が
ら
内
容
を
解
説

５

も
、
名
前
だ
け
は
知
っ
て
お
ら

こ
の
内
容
が
、
親
鸞
聖
人
の
著

唯
円
が
驚
い
て
「
聖
人
の
仰

九
月
か
ら
、
こ
の
本
を
少
し
ず

し
、
疑
問
を
話
し
合
い
ま
す

和

れ
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

さ
れ
た
書
物
よ
り
も
は
っ
き
り
し

せ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
に
は

つ
読
み
な
が
ら
、
浄
土
真
宗
の
真

◎
テ
キ
ス
ト
「
歎
異
抄
」

令

こ
の
度
、
歎
異
抄
を
読
ん
で

た
信
仰
告
白
に
な
っ
て
い
る
の
で

一
人
と
し
て
殺
す
こ
と
な
ど
で

髄
を
理
解
し
て
い
き
た
い
と
思
い

本
願
寺
出
版
社
八
八
〇
円

そ
の
中
味
を
知
り
た
い
と
い
う

非
常
に
わ
か
り
や
す
い
の
で
す
。

き
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
」
と
申

ま
す
。

（
お
持
ち
で
な
い
方
は
注
文
し
ま

声
が
門
徒
さ
ん
の
中
に
あ
り
ま

親
鸞
聖
人
の
言
わ
れ
る
絶
対
他

し
上
げ
た
と
こ
ろ
、「
そ
れ
で
は

下
記
の
よ
う
に
行
い
ま
す
の
で

す
の
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
）

し
て
、
九
月
か
ら
歎
異
抄
講
座

力
と
い
う
も
の
が
、
ど
う
い
う
も

ど
う
し
て
こ
の
親
鸞
の
い
う
こ

ど
う
ぞ
ご
参
加
下
さ
い
。

参
加
費

五
百
円

を
月
一
回
持
つ
こ
と
に
い
た
し

の
か
を
受
け
取
れ
る
よ
う
に
な
っ

と
に
背
か
な
い
な
ど
と
い
っ
た

ま
し
た
。

て
い
ま
す
。

の
か
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

原

爆

忌

法

要

歎
異
抄
は
、
親
鸞
聖
人
が
書

た
だ
、
あ
ま
り
に
究
極
な
表
現

続
け
て
「
こ
れ
で
わ
か
る
だ

か
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

な
の
で
、
あ
る
面
誤
解
を
ま
ね
く

ろ
う
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
自
分

八
月
三
日
（
木
）

昼
席
一
時

親
鸞
聖
人
か
ら
直
接
教
え
を

よ
う
な
言
葉
も
出
て
き
ま
す
。

の
思
い
通
り
に
な
る
な
ら
、
私

号

受
け
た
、
お
弟
子
さ
ん
の
唯
円

た
と
え
ば
「
善
人
な
お
も
て
往

が
言
う
と
お
り
に
す
ぐ
に
殺
す

講
師

呉
市
阿
賀

称
名
寺

南

秀
和

先
生

０

が
書
か
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ

生
を
と
ぐ
、
い
は
ん
や
悪
人
を
や
」

こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
。
け
れ

５

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（
善
人
で
も
往
生
す
る
こ
と
が
で

ど
も
、
思
い
通
り
に
殺
す
縁
が

４

親
鸞
聖
人
が
亡
く
な
ら
れ
た

き
る
の
だ
か
ら
、
ま
し
て
や
悪
人

な
い
か
ら
一
人
も
殺
さ
な
い
だ

尚
、
八
月
二
日(

水)

午
後
一
時
よ
り
お
み
が
き
を
行
い
ま
す
。

後
、
少
し
ず
つ
親
鸞
聖
人
の
教

が
往
生
で
き
な
い
は
ず
は
な
い
）

け
で
あ
る
。
自
分
の
心
が
よ
い

お
手
す
き
の
方
は
お
手
伝
い
下
さ
い
。



善
徳
寺
第
三
世
住
職
継
職
法
要

一
、
九
一
〇
、
〇
〇
〇

本
山
親
鸞
聖
人
誕
生
八
五0

年

令
和
四
年
度
善
徳
寺

敬

弔

決
算
報
告

宇
品
東
会
館
会
場
費

立
教
開
宗
八
百
年

仏
教
婦
人
会
会
計
報
告

お
浄
土
に
参
ら
れ
た
方
を
謹
ん
で
お

昨
年
十
月
に
は
皆
様
の
ご
協
力

一
七
、
四
〇
〇

慶
讃
法
要
参
拝
報
告

収
入
の
部

知
ら
せ
致
し
ま
す

に
よ
り
、
善
徳
寺
第
三
世
住
職
継

会
場
設
営
費
（
法
要
パ
ン
フ
レ

去
る
四
月
二
七
日
・
二
八
日
の

前
期
繰
越
金

六
四
五
、
〇
四
八

五
月
十
七
日
寂

神
田
五
丁
目

職
法
要
を
無
事
勤
め
る
こ
と
が
で

ッ
ト
、
表
彰
状
含
）

広
陵
東
組
の
団
体
参
拝
に
、
善
徳

受
取
利
息

六

新
川
幸
子
様

行
年
九
〇
才

き
ま
し
た
。
改
め
て
御
礼
申
し
上

一
、
三
九
三
、
三
二
九

寺
か
ら
八
名
参
加
し
ま
し
た
。

婦
人
会
会
費

一
〇
四
、
五
〇
〇

五
月
十
七
日
寂

海
岸
一
丁
目

げ
ま
す
。

記
念
品
代
（
法
要
出
勤
僧
侶
、

ま
ず
親
鸞
展
を
見
学
し
ま
し
た

ダ
ー
ナ
献
金

三
三
、
一
〇
〇

黄

秀
夫
様

行
年
八
十
一
才

大
変
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
法

参
拝
者
、
稚
児
、
表
彰
者
、
役

が
、
親
鸞
伝
絵
や
聖
人
真
跡
の
お

合
計

七
八
二
、
六
五
四

要
の
決
算
を
総
代
の
皆
様
に
承
認

員
他
）

一
、
九
五
〇
、
六
〇
〇

手
紙
な
ど
貴
重
な
宝
物
を
見
る
こ

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
左
記
の

昼
食
、
祝
賀
会
等
食
事
代

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
全
国

支
出
の
部

よ
う
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

五
七
五
、
六
五
八

か
ら
集
ま
っ
た
人
々
と
共
に
御
影

前
住
職
三
回
忌
お
供

写
真
代

七
五
、
〇
〇
〇

堂
で
の
法
要
に
参
拝
し
ま
し
た
。

三
〇
、
〇
〇
〇

収
入
の
部

（
単
位

円
）
通
信
費

二
九
、
五
六
八

翌
日
は
堺
別
院
、
利
晶
の
杜
を

香
典
代

三
、
〇
〇
〇

寄
付
金
（
門
信
徒
よ
り
）

計

六
、
〇
九
一
、
三
六
九

見
学
し
て
有
意
義
な
旅
で
し
た
。

（
組
）
連
盟
費

九
、
〇
〇
〇

五
、
一
七
三
、
〇
〇
〇

【
修
繕
費
支
出
】

（
組
）
総
会
参
加
費
五
、
〇
〇
〇

（
善
徳
寺
仏
教
婦
人
会
よ
り
）
内
陣
金
箔
張
替

（
組
）
報
恩
講
参
加
費

一
、
五
〇
〇
、
〇
〇
〇

一
、
四
八
七
、
〇
九
〇

五
、
〇
〇
〇

稚
児
行
列
参
加
者
申
込
金

絨
毯
張
替

八
四
八
、
三
六
九

（
組
）
研
修
会
参
加
費

二
三
，
五
〇
〇
〇

一
階
流
し
台
修
理

五
、
〇
〇
〇

御
祝

一
、
二
一
三
、
〇
〇
〇

五
二
、
八
〇
〇

ダ
ー
ナ
献
金

三
〇
、
〇
〇
〇

善
徳
寺
名
入
り
式
章
買
い
上
げ
金

大
広
間
襖
張
替

振
込
手
数
料

一
一
〇

二
四
、
〇
〇
〇

一
三
五
、
三
〇
〇

合
計

七
三
、
六
一
〇

祝
賀
会
会
費

五
一
、
〇
〇
〇

計

二
、
五
二
三
、
五
五
九

◎
次
回
法
座
予
定

合
計

八
、
一
九
六
、
〇
〇
〇

支
出
合
計

繰
越
金

七
〇
九
、
〇
四
四
円

秋
季
永
代
経
法
要

八
、
六
一
四
、
九
二
八

以
上

日
時

十
月
十
二
日
・
十
三
日

支
出
の
部

収
入
よ
り
支
出
を
差
し
引
き

講
師

江
田
島
市

海
谷
真
之
先
生

【
法
要
支
出
】

し
た
不
足
分
四
一
八
、
九
二
八

会
議
費

六
二
、
一
一
四

円
は
、
善
徳
寺
会
計
よ
り
支
出

〒

七
三
四
ー
〇
〇
〇
四

「
善
徳
」
年
七
回
発
行

内
陣
お
供
落
雁

七
七
、
七
〇
〇

し
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま

広
島
市
南
区
宇
品
神
田
四
丁
目
十
一

八

護
持
会
員
に
は
毎
回
配
布

法
要
出
勤
僧
侶
、
講
師
御
布
施

し
た
。

宗
教
法
人

善

徳

寺

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
宇
品
善
徳
寺
」


